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事業概要【若者・⼥性にも選ばれるとっとりづくり事業】

令和７年度第１回募集初回採択回鳥取県申請者

724,210 千円
（243,225千円）

期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）R7-R9年度事業計画期間

地⽅への⼈の流れ分野事業分野インフラ
整備事業

拠点整
備事業✓ソフト

事業経費の類型

• 多様な働き⽅を県内に広げることにより若者や⼥性の県内就職・定着に繋げ、地域の担い⼿不⾜の解消を図る。
• 若者目線で県の施策を再構築し、将来にわたって魅⼒ある鳥取県の形成を目指す。
• ⼦どもたちが他者と協働して⾃ら課題を解決する⼒を⾝に着けるため、将来地域を⽀える⼈材の育成を図る。

目的・効果

【ソフト事業経費】
〇若者が繋がり、活躍する環境づくりに関する事業
・県内の企業情報や魅⼒の発信（委託料）39,000千円
・若者の発想による地域づくり推進（報償費、委託料等）

27,770千円
〇魅⼒ある働き⽅・職場づくりに関する事業
・多様な働き⽅導⼊に向けた専門家派遣（委託料）10,693千円
・リモートワーカーの育成や就労⽀援（委託料）20,605千円

〇スモールメリットを活かした⼈づくりに関する事業
・ふるさとキャリア教育の推進（委託料等）12,425千円
・⾼校魅⼒化の推進（補助⾦）11,165千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

①年間ＵＩＪターン数（＋639⼈）
②イクボス・ファミボス宣言企業数 （＋213社）
③「将来は今住んでいる地域や鳥取県で働きた
い」⾼校生の割合（＋3.54％）

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの

「KPI増加分の累計」
の目標値

各商工団体と協働で新しい働き⽅の導⼊や働きやすい職場づくり等に取
り組むことで、多様な働き⽅の実現と県内の⻑期的な⼈材確保に繋げる。
若者と県内企業や大学等の教育機関との交流を深めたり、学生の地域と

の関わりを増やすことで、若者の県内定着に繋げる。

地域の多様な
主体の参画

2

事業概要【次世代を担うスーパー種雄牛事業】

令和７年度第１回募集初回採択回鳥取県申請者

558,616千円
（26,695千円）

期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）R7-R10年度事業計画期間

農林⽔産（しごと創生）事業分野インフラ
整備事業✓拠点整

備事業✓ソフト
事業経費の類型

• 「和⽜といえば鳥取」と呼ばれる産地への更なる⾶躍を目指し、優秀な種雄⽜の造成及び活用によって和⽜の
改良と振興を図ることで、収益性の⾼い畜産経営を実現し、農林⽔産業の更なる活性化を図る。

• ⾁質⽇本⼀となった「⽩鵬８５の３」につづく、次世代のスーパー種雄⽜を効率的に造成するため、研究体制や
種雄⽜・改良の基幹となる優良種雄⽜の生産・管理体制等を構築する。

目的・効果

「和⽜王国とっとり」を再度復活し、鳥取県の畜産を元気にして全国に発
信するため、
✓「⽩鵬８５の３」のような全国に誇る種雄⽜を作るための研究能⼒を
⾼める。
✓猛暑や寒冷による種雄⽜の体調変動を最⼩限にし病気にかかりにく
い⽜舎を整備する。
【ソフト事業経費】
〇次世代のスーパー種雄⽜造成事業
・県内雌⽜全頭ゲノム検査費用（需用費）1,000千円
・雄⽜購⼊（備品購⼊費）12,000千円
・受精卵ゲノム分析費用（需用費）3,600千円

【拠点整備事業経費】
〇現⽜舎の解体設計、基本設計
・施設整備 9,663千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

①農業産出額（＋207億円）
②鳥取県畜産試験場の精液販売収⼊
（＋118,050千円）
③鳥取県の和⼦⽜生産頭数（＋1,150頭）
④鳥取県の和⼦⽜せり市場の年間総販売額
（+1,312百万円）

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの

「KPI増加分の累計」
の目標値

大学や(独)家畜改良センターから種雄⽜と繁殖雌⽜の飼養管理⽅法等
に係る、より実践的な助言を基に、飼養管理体制の⾼度化に向けた環境
整備を進める。
⾼能⼒種雄⽜の造成や研究体制等について、鳥取県内のJA等と連携し

て検討を進め、種雄⽜造成や県内雌⽜の改良を加速化させることで、「鳥
取和⽜」のブランド価値を⾼め、持続的農業の発展に繋げていく。

地域の多様な
主体の参画

・猛暑や寒冷による影響が最小限となり、効率よく優秀な「種雄牛をつくる」ための繁
殖雌牛牛舎や「種雄牛を活かす」種雄牛舎棟の整備。

・全国に先駆けて進めてきた和牛のゲノム分析や和牛肉のおいしさの研究の成果など
をより効果的に種雄牛造成や精液供給などに活かす。

新しい地方経済・生活環境創生交付金（第2世代交付金）令和7年度第1回募集申請事業
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事業概要【 Welcome ようこそ Manga kingdom まんが王国とっとり再建物語事業】

令和７年度第１回募集初回採択回鳥取県申請者

944,866千円
（315,622千円）

期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）R7-R9年度事業計画期間

観光振興（しごと創生）事業分野インフラ
整備事業

拠点整
備事業✓ソフト

事業経費の類型
・鳥取県出⾝の漫画家、⽔⽊しげる⽒（「ゲゲゲの⻤太郎」の作者）と⻘⼭剛昌⽒（「名探偵コナン」の作者）の世界観を推す県
内の観光地の取組に加え、そのほかのまんが・アニメのコンテンツを活かした取組を加速させる。

・県⺠が本県に愛着と誇りをもち、地域の魅⼒向上に向けた主体的な観光振興策の創出を図る。
・地域⼀体となった観光地づくりを実現し、「持続可能」で「⾼付加価値」な地域社会・経済の好循環を目指す。
・観光ブランドイメージの形成・定着や、魅⼒ある観光素材の磨き上げ等により交流・観光⼈⼝の拡大を図る。

目的・効果

【ソフト事業経費】
〇まんがを活かした魅⼒の向上・誘客事業
・アニメツーリズムの促進（補助⾦）10,000千円
・観光誘客に取り組むための補助⾦の充実（補助⾦）20,000千円

〇ターゲットを定めた効果的なPRによる知名度向上
・まんが⼈気が⾼い台湾や香港でのまんが・アニメイベントへの出展
・旬の情報発信（委託料）20,000千円
・県⻄部の空港から国際定期便が就航する東アジアでの誘客プロモーショ

ンの強化（委託料）174,500千円
・新たな市場の開拓に向けた海外での誘客戦略

〇鳥取県ならではの観光素材を活かした「稼げる観光産業」の実現
・鳥取県内の⾃然や文化を活かしたアドベンチャーツーリズムの推進（委
託料）15,000千円

・サイクリングツーリズムの定着に向けたシェアサイクル・レンタサイクルの拠点
整備（補助⾦）5,000千円

・誘客促進イベント⽀援（補助⾦）15,000千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

①観光⼊込客数（実⼈数）（＋1,305⼈）
②宿泊者数（実⼈数）（＋937千⼈）
③県外客の来訪回数（３回以上の割合）
（＋４.２％）
④外国⼈延べ宿泊者数（＋229千⼈泊）

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの

「KPI増加分の累計」
の目標値

観光関係団体や新聞社等と連携し、まんが・アニメと本県の観光を結び付
けたプロモーションを展開するとともに、旅⾏商品の造成やSNSによる情報発
信の強化、国内外での鳥取県の認知度を⾼める。
地域においても鳥取県の魅⼒ある観光資源の価値を再認識し、その魅⼒

を伝えることで、県全体で観光振興に取り組む。

地域の多様な
主体の参画
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事業概要【令和７年開館︕⿃取県⽴美術館を拠点としたアート・⽂化振興】

令和７年度第１回募集初回採択回鳥取県申請者

590,334千円
（202,834千円）

期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）R7-R9年度事業計画期間

まちづくり事業分野インフラ
整備事業

拠点整
備事業✓ソフト

事業経費の類型

• 県⽴美術館を核として鑑賞や創作活動、発表などの場を提供する。
• ⼦どもたちの豊かな感性や創造性を育むとともに、将来性のある若い活動者等の活躍を⽀援する。
• 新たに開館する県⽴美術館を中⼼としたアートや地域の文化資源を積極的に活用し、⼈や地域をつなげ、活⼒ある豊かな地域づ
くりを目指す。

目的・効果

県⽴美術館開館を契機とした各種事業を展開し、アート振興と誘客を促進し、
地域の賑わい創出を図っていく
【ソフト事業経費】
〇文化芸術に親しむ環境づくり
・県⽴美術館での大規模企画展開催、リピート来場者定着
（報償費、旅費、需用費、役務費、委託料、使用料等）107,369千円
・多様な発表や鑑賞の機会の提供（委託料）16,447千円

〇次世代の文化芸術を担う⼈材育成
・作品展示・舞台公演の補助（会場費、印刷費等）1,600千円
・文化芸術活動推進に向けた外部講師の招へい
（講師謝⾦、旅費、会場費等）1,300千円

〇文化・芸術資源を活用した賑わい創出
・県⽴美術館開館の県外向けプロモーションの実施（委託料）16,000千円
・県⽴美術館開館を契機とした地域の文化資源の知名度向上と誘客促進に
向けたプロモーション実施（委託料、旅費、報酬、報償費）4,963千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

①当該事業に係る関係⼈⼝数（「ふるさと来
LOVEとっとり」メンバー数）（+300⼈）

②鳥取県の文化的な環境に満⾜している者の割
合（+4.5％）

③児童・生徒を対象とした文化芸術鑑賞等への
参加学校の割合（+4.7％）

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの

「KPI増加分の累計」
の目標値

旅⾏事業者や県文化振興財団と連携して、県内の文化・芸術資源
を活用したキャンペーンやイベントを実施するとともに、県内学校や文化
団体も参画することにより、地域の賑わい創出やアートに親しむ環境づく
りを促進する。
文化団体や地元メディアと連携し、アート振興や県内外からの誘客促

進に向けて、効果的な情報発信を実施する。

地域の多様な
主体の参画

令和７年3月30日開館した県立美術館

県立美術館を拠点としたアート・文化振興

館内のカフェスペース

作品やアーティストと出会う
アート・ラーニング・ラボ（イメージ）

・県立美術館を核として、活気ある地域づくりを推進

・心豊かで潤いのある県民生活の実現を目指す
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事業概要【地域産業の成⻑⼒強化・雇⽤の創出事業】

令和７年度第１回募集初回採択回鳥取県申請者

787,322千円
（245,214千円）

期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）R7-R9年度事業計画期間

ローカルイノベーション事業分野インフラ
整備事業

拠点整
備事業✓ソフト

事業経費の類型

• ものづくり・⾷品加工産業などの基盤的産業の成⻑、新産業の創出、地場産業を担う⼩規模事業者の経営⼒
強化等の多面的な取組を展開することで、県内産業の持続的な発展を加速させる。

• 深刻化する⼈材不⾜を解消するため、職場環境の整備など多様な⼈材活用、成⻑分野の⼈材育成等に取り
組み、県内産業を⽀える⼈づくりを推進する。

目的・効果

【県内企業の競争⼒強化事業経費】
○企業のDX実装⽀援（補助⾦）20,000千円
○企業の生成ＡＩ等活用促進事業
・専門家等による個別⽀援、セミナー開催(委託料) 16,500千円

○サプライチェーン再構築、海外からの受注拡大等の企業⽀援
（補助⾦）10,000千円
【新たな成⻑産業創出事業経費】
○鳥取砂丘月面実証フィールドを活用した宇宙ビジネスの創出
・発信・利用促進（委託料）14,900千円
・宇宙産業⼈材育成（委託料）6,500千円

【⼈材確保・育成事業経費】
○都市部からの⼈材の獲得・活用
・キャリアシフト希望者向け合同企業説明会(委託料) 9,000千円

○外国⼈材の獲得・活用⽀援(委託料) 4,220千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

①地域へのUIJターン数（＋960⼈）
②経営改善計画の策定件数（＋75件）
③新たな産業分野における事業化件数（＋45

件）

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの

「KPI増加分の累計」
の目標値

若者団体や⽇本労働組合総連合会鳥取県連合会から⼈材確保や経
営⽀援の視点から助言をいただき、若者を中⼼とした⼈材確保に繋がる⽀
援を⾏う。
商工会議所等からKPI達成に向けた助言や各企業等へのセミナー・⽀援

制度の紹介を通して、県内事業者が新たな事業を展開できる場の創出・企
業の経営⼒強化を⽀援するとともに、新聞社等と連携したイベントやキャン
ペーンに関する情報発信に取り組む。

地域の多様な
主体の参画

月面

建設

鳥取大学と県の連携協定締結によりフィールドを運営

鳥取砂丘月面実証フィールド「ルナテラス」を活用して
宇宙ビジネスを推進し、地域産業の成長・創出を目指す
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事業概要【付加価値創出に向けた農林⽔産業の振興】
令和７年度第１回募集初回採択回鳥取県申請者

992,057千円
（368,257千円）

期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）R7-R9年度事業計画期間

農林⽔産（しごと創生）事業分野インフラ
整備事業

拠点整
備事業✓ソフト

事業経費の類型

• 産地主体の後継者育成・確保体制を整備し、新規就農者の大幅増加を目指す。
• 省⼒化技術の普及や農地集積、品種転換を進め、収益性向上を図る。
• 県産品の認知度を向上させ、付加価値の創出を図る。
• 農業の収益⼒を強化し、雇用創出に伴う税収の増加に繋がる好循環を生み出す。

目的・効果

【ソフト事業経費】
〇収益⼒向上事業
・集落農業組織による地域計画実現に向けた⽀援
（補助⾦）2,000千円
・⽔田農業の⾃動操舵の機能向上調査研究
（委託料、有識者招致にかかる謝⾦及び旅費） 10,606千円
〇農産物の販路拡大・輸出促進事業
・県産⾷品の輸出強化プロモーション（委託料） 29,446千円
・県外観光客への県産⾷材PR（委託料） 68,073千円

〇担い⼿確保・育成推進事業
・コーディネータの配置及び外国⼈材の管理費等⽀援
（委託料）15,618千円
・連携拡大推進員の設置⽀援 4,770千円

【施設整備・事業設備・備品経費】
○主要園芸品目の生産性向上や産地規模拡大 24,309千円
○作業場及び酪農・養豚・鶏の暑熱対策への⽀援 26,438千円 等

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

①農業生産額（＋72億円）
②認定農業者等数（＋15⼈）
③農林⽔産物等の輸出額（＋4.5億円）
④鳥取型低コストハウス導⼊面積（+3.6ha）

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの

「KPI増加分の累計」
の目標値

鳥取県農業協同組合中央会等と共同で生産者への営農指導・技術交
流、機械施設の整備、販路開拓等を⾏うとともに、新聞社等と連携し、県
産品のPRを強化することで販路拡大・収益性の向上を図る。
担い⼿育成機構等から助言をいただきながら、担い⼿・新規就農者の確

保・育成などに取り組む経費の⽀援を⾏い、新規就農者の増加や⼈材育
成を図る。

地域の多様な
主体の参画

柿（輝太郎） 梨（新甘泉）

（鳥取和牛オレイン５５） いちご（とっておき）
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事業概要【みるくサプライチェーン強化事業】

令和７年度第１回募集初回採択回鳥取県申請者

261,410千円
（254,743千円）

期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）R7-R8年度事業計画期間

農林⽔産分野事業分野インフラ
整備事業✓拠点整

備事業
ソフト
事業経費の類型

• 県内で生産された生乳を原料とした⾼次加工品を増産することにより、酪農家の経営安定及び安定生産を図り、併せて県産⽜乳
の使用に特化した⾷事やソフトクリームを楽しむことのできるカフェや⽜乳・乳製品の加工品等を購⼊できる畜産物加工展示施設を、
大⼭地区のランドマークとして魅⼒のあるコンテンツを有した施設とし、インバウンド等により更なる観光客数の増加を図る。

• 発酵乳等仕向けの生乳を用いた乳製品製造量を増加させるため、製造工場において味覚センサーを導⼊し、新商品開発や技術
の獲得・開発スピードの向上への⽀援を⾏い、県内酪農家の安定的な経営に向けたみるくサプライチェーン強化に寄与する。

目的・効果

【事業概要】
〇開設から25年以上が経過した「大⼭まきばみるくの⾥」は、施設のデザイ
ン等が現在の観光客のニーズに合わないものとなっているため、施設のリ
ニューアル改修を⾏い、快適な空間や誘客につながるコンテンツを整備する。

〇「大⼭まきばみるくの⾥」の観光施設としての魅⼒を向上させ、施設の来
場者数の増加、乳製品の販売増加を図り、それに伴う県産乳製品のブラ
ンドイメージを向上させ、国内外での県産乳製品の販路拡大を実現する。

【拠点整備事業経費】
〇畜産物加工展示施設(大⼭まきばみるくの⾥)の改修
・建築物本体工事 210,221千円
・電気設備工事 39,732千円
・工事監理費 4,790千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

①県内の農業産出額（＋161億円）
②アイスクリーム販売⾼ （＋14億円）
③みるくの⾥来場者数（＋40万⼈）

KPI
※カッコ内の数値は最
終事業年度までの

「KPI増加分の累計」
の目標値

「大⼭まきばみるくの⾥」をリニューアルして、酪農専門農業協同組合と
連携し、快適な空間や誘客につながるコンテンツを整備をする。
県内で生産された乳製品のブランド化や認知度向上を目指し、県内

の⾼等教育機関やメディアとともに、商品開発や情報発信を促進する。

地域の多様な
主体の参画

みるくの里
リニューアル
イメージ
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事業概要【⿃取式・買物環境支援（安心して住み続けられるふるさとづくり） 】

令和７年度第１回募集初回採択回鳥取県申請者

609,000千円
（203,000千円）

期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）R7-R9年度事業計画期間

まちづくり分野事業分野インフラ
整備事業

拠点整
備事業✓ソフト

事業経費の類型

• 市町村が主体となって⾏う買物環境確保施策を⽀援し、持続的な買物環境確保に努める。
• 生活機能の維持・確保や地域・集落基盤の創設・強化等、地域の実情に応じた安⼼して住み続けられるふるさとづくりを推進する。
• ⼈⼝減少や少⼦⾼齢化を背景に、県内全域で中⼭間地における安定した雇用環境の創出と担い⼿の確保、地域活⼒の低下が
課題となっているため、それらを解消し、地域活⼒の向上を図る。

目的・効果

【ソフト事業経費】
地域や⺠間事業者と連携した先導的な取組や、地域が⾏う新

たなふるさとづくりに対して市町村と連携して包括的に⽀援を⾏う。
〇買物環境確保に向けた事業に対しての⽀援
・市町村への補助⾦ 100,000千円

〇安⼼して住み続けられるふるさとづくり事業への⽀援
・市町村への補助⾦ 100,000千円

○特定地域づくり事業協同組合制度促進
・アドバイザー業務の委託料 1,000千円

○⾼校生が地域と連携して魅⼒発信
・実⾏委員会への補助⾦2,000千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

①転出超過数（▲1,098⼈）
②新たな買物環境確保に関する取組件数
（+10件）
③安⼼して住み続けられるための拠点づくりに取り
組む地区数（+6地区）

KPI
※カッコ内の数値は最

終事業年度までの「KPI
増加分の累計」の目標

値

持続的に安⼼して住み続けられるふるさとを実現するため、⺠間企業
及び県内⾼等学校、地域運営組織等と連携し、施策を検討・実施す
る。
特定地域づくり事業協同組合の活用促進と安定した組合運営により、

中⼭間地域における安定した雇用環境の創出と担い⼿確保を図り、地
域活性化を進める。

地域の多様な
主体の参画

安心して住み続けられる持続可能な地域へ！
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